
PfR ターゲット検出 v1.0

パフォーマンスルーティングターゲット検出 v1.0機能により、IP SLA Responderの特定および
設定の自動化、パフォーマンスルーティング（PfR）アクティブプローブの使用を最適化して、
大企業のブランチネットワーク間のビデオおよび音声アプリケーションのパフォーマンスを管

理するためのスケーラブルなソリューションが導入されています。音声およびビデオトラフィッ

クを使用してメディアアプリケーションを最適化するために、PfRでは、ジッター、損失、およ
び遅延の測定値が使用されます。 IP SLA udpジッタープローブではこれらの測定値が提供され
ますが、IP SLA Responderが必要です。各送信先プレフィックスの IP SLA Responderアドレスの
手動設定は、大企業のブランチネットワークに拡張性の問題をもたらします。 PfRターゲット
検出 v1.0機能では、マスターコントローラ（MC）ピアリングを導入し、EIGRP Service
Advertisement Framework（SAF）経由で Service Routing（SR）を使用して、IP SLA Responderお
よび関連付けられた送信先 IPプレフィックスをアドバタイズ、検出、および自動設定します。

パフォーマンスルーティング（PfR）ターゲット検出 v1.0機能では、Cisco ASR1000プラット
フォームのプレフィックスの検出はサポートされていません。

（注）

• 機能情報の確認, 1 ページ
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• PfRターゲット検出の設定方法, 7 ページ

• PfRターゲット検出の設定例, 15 ページ

• その他の関連資料, 22 ページ

• PfRターゲット検出の機能情報, 23 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームとソ

フトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。このモジュールに記載さ
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れている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合は、

このマニュアルの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorには、www.cisco.com/go/
cfnからアクセスします。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

PfR ターゲット検出の概要

PfR ターゲット検出
Cisco Performance Routing（PfR）は、アプリケーションパフォーマンスの要件を満たす最適なパ
スを選択する機能を追加することで、従来の IPルーティングテクノロジーを補完します。次の
図は、PfRと従来の IPルーティングテクノロジーの違いを示しています。次の図では、トラフィッ
クはサイト 1の本社からサイト 2のリモートオフィスに向かっています。従来のルーティング
テクノロジーは、ルーティングテーブル情報を使用して、パスが短いサービスプロバイダー 1を
経由してトラフィックをルーティングします。ただし、大きな輻輳があるとトラフィックの損失

につながり、SP1経由での遅延が増加します。従来のルーティングテクノロジーでは、パフォー
マンスの低下を認識できず、引き続きSP1経由でトラフィックがルーティングされます。PfRは、
到達可能性、遅延、損失、ジッター、MOS、スループット、および負荷などのデータ測定値、お
よび金銭的コストとユーザ定義のポリシーを考慮する能力によって決定される最良のパスを使用

して、ネットワーク間でトラフィックをルーティングします。従来の IPルーティングテクノロ
ジーとは異なり、PfRはリアルタイムのパフォーマンスメトリックに基づく適応型ルーティング
の調整を提供します。たとえば、次の図では、PfRは SP1を経由するトラフィックのパフォーマ
ンス測定値が悪いため、最良のパスである SP2および SP3経由でトラフィックを再ルーティング
します。
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次のネットワーク図は、小規模な企業ネットワーク向けのMPLSVPNネットワークとインター
ネットサービスプロバイダー（ISP）内の両方の SPに関連しています。

（注）

図 1：PfR と従来のルーティングテクノロジー

音声およびビデオアプリケーションを最適化するために、PfRでは、ジッター、損失、および遅
延の測定値を使用して、最適なメディアパスを決定します。 IP SLA udpジッタープローブでは
これらの測定値が提供されますが、IP SLA Responderが必要です。 PfRは、音声およびビデオト
ラフィッククラスの送信先プレフィックスに最も近い IP SLAResponderの IPアドレスを認識して
いる必要があります。各 PfRアプリケーションポリシー内の送信先 IPプレフィックスの範囲ご
とに IP SLA Responderを手動で設定するのは、WANを介した何百または何千ものブランチサイ
トがある企業ネットワークではスケーラブルなソリューションとは見なされません。

このような手動設定の問題に対応するために、PfRターゲット検出では、マスターコントローラ
のピアリングを導入し、IP SLAResponderの IPアドレスをアドバタイズするために EIGRP Service
Advertisement Framework（SAF）を使用して、レスポンダと関連付けられた送信先 IPプレフィッ
クスの範囲の自動検出と設定を可能にします。

ターゲット検出データの配信

PfRターゲット検出は、次の 2つの利点をもたらすデータ配信メカニズムを使用します。

•送信先とポリシーごとの IP SLAターゲットコンフィギュレーションの削減。

•複数ポリシー間でプローブデータを共有することによる、IP SLAプローブ効率の向上。

ターゲット検出を実行する各 PfRマスターコントローラ（MC）は、他のMCがWAN経由で検
出または学習するために、既知のローカルIPプレフィックスの範囲およびローカルIPSLAResponder
をアドバタイズします。ターゲット検出を実行する各MCは、他のMCからアドバタイズされた
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IPSLAResponderおよび関連付けられた送信先 IPプレフィックスの範囲も学習し、IPSLAResponder
からのプローブデータを必要とするポリシーを動的に設定します。 PfRは、Cisco Service Routing
（SR）および Service Advertisement Framework（SAF）を使用して、IP SLAターゲット情報を配信
および検出します。

SAFの詳細については、『Service Advertisement Framework Configuration Guide』を参照してくださ
い。

SAF を使用したマスターコントローラのピアリング
PfRマスターコントローラのピアリングは、Service Advertisement Framework（SAF）上で実行さ
れます。異なるサイトにあるMC間のピアリングを確立するために、各マスターコントローラで
Service Routing（SR）フォワーダを使用します。MCのピアリングにより、PfRターゲット検出
データのアドバタイズメントと検出が可能になります。

ハブサイト（ヘッドエンドとして知られる）およびブランチオフィスのターゲット検出対応MC
は、SR内部クライアントおよび SRフォワーダの両方として機能します。いずれかのターゲット
検出サービスをアドバタイズする前に、MCは SRフォワーダとして、SRピアリング用に設定す
る必要があります。MCのピアリングが確立されると、MCはローカル情報をアドバタイズして、
他のMCがターゲット検出および自動設定を実行できるようにします。

ネットワークの導入はカスタマーごとに異なり、導入ごとに、SRトポロジコンフィギュレーショ
ンを設定するさまざまな方法があります。カスタマーがネットワークに使用している導入モデル

により、SRフォワーダの設定方法が決まります。ターゲットの検出機能のMC-MCピアリング
アスペクトは、2つの異なるカスタマーネットワークの導入をサポートしています。

•マルチホップ：カスタマーヘッドエンドおよびブランチオフィスがカスタマーの管理下に
ない、または SAF対応でない 1台以上のルータで分離されているネットワーク。例として
は、MPLS VPN WANサービスです。

• SAF-Everywhere：ヘッドエンドMCからブランチオフィスMCへの隣接パスにある EIGRP
SAFに対してすべてのルータがイネーブルになっているネットワーク。例としては、DMVPN
WANです。

次の図のトポロジは、マルチホップタイプのネットワークでのMCのピアリングの導入例を示し
ています。ハブサイト（サンノゼ）MCシステムとブランチオフィスサイト（ニューヨークと
マイアミ）MCシステムは、論理的なユニキャストトポロジ間でピアリングします。このモデル
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では、ハブサイトとブランチサイトは、EIGRP SRフォワーダが設定されていないネットワーク
（通常はサービスプロバイダー（SP））によって分離されています。

図 2：MPLS IP VPN および DMVPN を使用したマルチホップネットワークトポロジ

次の図は、前述の図のMPLS IP VPNおよび DMVPNを実行している同じ企業WANネットワーク
に実装されているPfRターゲット検出を示しています。MCのピアリングをイネーブルにすると、
サンノゼのマスターコントローラはSAFハブフォワーダになり、ニューヨークとマイアミのMC
はサンノゼのMCとピアリングされます。ターゲット検出では、各MCが SAFを使用してローカ
ル IPプレフィックスおよび IP SLAResponderをアドバタイズできます。各MCは SAFからリモー
ト IPプレフィックスおよび IP SLA Responderを学習します。 PfRは、ネットワークパフォーマ
ンスを測定するためにリモートサイトの IP SLA Responderをプローブします。

マルチホップネットワーク経由のMCのピアリングは、BGPルートリフレクタに似たオーバー
レイモデルです。MCのピアリングシステムは、ネットワーク経由で到達可能（ルーティング可
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能）である IPアドレスを指定して、送信元ループバックインターフェイスを設定する必要があり
ます。

図 3：マルチホップエンタープライズ WAN ネットワーク内でイネーブルになっている MC のピアリングと
ターゲット検出

マスターコントローラのピアリングの設定オプション

ターゲット検出を実行する各 PfRマスターコントローラ（MC）は、他のMCがWAN経由で検
出または学習するために、既知のローカルIPプレフィックスの範囲およびローカルIPSLAResponder
をアドバタイズします。ターゲット検出を実行する各MCは、他のMCからアドバタイズされた
IP SLA Responderおよび関連付けられた送信先 IPプレフィックスの範囲も学習し、プローブデー
タを必要とするポリシーを動的に設定します。

ネットワーク構造およびプローブターゲットと IP SLA Responderの設定に必要な制御の程度に応
じて、mc-peerコマンドを使用してMCのピアリングを設定する際に使用できる主なオプション
が 3つあります。

•ヘッドエンド（ハブサイト）またはピア IPアドレス（ブランチサイト）を設定する。この
オプションを使用する場合、SAFEIGRP隣接関係のソースとしてループバックインターフェ
イスを設定することを推奨します。この設定オプションは、マルチホップタイプのネット

ワークで使用されます。

• SAFドメイン IDを設定する、またはデフォルトの SAFドメイン IDの 59501を使用する。
このオプションでは、ハブサイトとブランチサイトの両方のマスターコントローラルータ

に EIGRP SAFを設定する必要があります。また、SAF-Everywhereタイプのネットワークで
使用できます。
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• SAF EIGRPの自動設定がない EIGRPオプションを設定する。このオプションは、
SAF-Everywhereタイプのネットワークで使用されます。 SAFがネットワーク内のルータに
すでに設定されている場合、同じネットワークとオーバーレイ PfRターゲット検出を使用で
きます。PfRターゲット検出とは別にSAFを設定する方法については、SAFのコンフィギュ
レーションガイドを参照してください。

CSCud06237では、PfRターゲット検出でmc-peer eigrpコマンドを使用する場合、PfRがロー
カル IDを選択できるように、ループバックインターフェイスを指定する必要があります。

（注）

PfR ターゲット検出の設定方法

マルチホップネットワークのハブサイト用 PfR ターゲット検出および
MC のピアリングの設定

ネットワークのヘッドエンドにあるマスターコントローラ（通常はハブサイトのマスターコン

トローラ）で、PfRマスターコントローラ（MC）のピアリングを設定するには、このタスクを実
行します。マスターコントローラは、ルーティング機能を持つデバイスである必要があります。

このタスクでは、ハブサイトとブランチサイト間のネットワーククラウドがカスタマーの管理

下にない、または SAF対応でないマルチホップタイプのネットワークを想定しています。この
設計では、ハブサイトのMCは、ブランチのMC SAFフォワーダがアドバタイズメントを交換す
るためにピアリングする Service Advertisement Facility（SAF）フォワーダハブになります。ハブ
サイトのMCは、同じ SAFドメイン IDとMD5認証を持つブランチのMCからのピアリング要求
を受け入れます。

このタスクでは、ダイナミックなPfRターゲット検出がイネーブルになります。この方法は、
SAFがネットワーク内で他のアプリケーションに対してすでにイネーブルになっている、また
はMCと SAF間に既存の隣接関係がある場合に適しています。たとえば、DMVPNWANで、
複数の PfR MCが DMVPNトンネルデバイスに共存している場合、それらには SAF隣接関係
もあり、スタティックピアリングは必要ありません。

（注）

PfRは、スポークツースポークトンネリングをサポートしていません。 Next Hop Resolution
Protocol（NHRP）設定の一環として、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip
nhrp server-onlyコマンドを設定して、スポークツースポークダイナミックトンネルをディ
セーブルにします。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. pfr master
4. target-discovery
5. mc-peer [head-end | peer-address] [loopback interface-number] [description text] [domain domain-id]
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PfRマスターコントローラコンフィギュレーションモードを
開始して、マスターコントローラとしてシスコデバイスを設

定します。

pfr master

例：

Device(config)# pfr master

ステップ 3   

PfRターゲット検出を設定します。target-discovery

例：

Device(config-pfr-mc)#
target-discovery

ステップ 4   

•この例では、ダイナミックな PfRターゲット検出が設定
されます。

この例では、このデバイスがハブ（ヘッドエンド）デバイス

であることを示すために、PfRマスターコントローラのピア
リングが設定されます。

mc-peer [head-end | peer-address]
[loopback interface-number] [description
text] [domain domain-id]

例：

Device(config-pfr-mc)# mc-peer

ステップ 5   

• MCのピアリングに使用される SAFドメイン IDを指定
するには、domainキーワードを使用します。 domain-id
引数は、1から 65535の範囲で指定します。 SAFドメイhead-end loopback1 description

ン IDを指定しない場合、デフォルト値の 59501が使用
されます。

SJ-hub

パフォーマンスルーティングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR
1000）

8

PfR ターゲット検出 v1.0
マルチホップネットワークのハブサイト用 PfR ターゲット検出および MC のピアリングの設定



目的コマンドまたはアクション

（任意）PfRマスターコントローラコンフィギュレーション
モードを終了して、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-pfr-mc)# end

ステップ 6   

マルチホップネットワークのブランチオフィス用 PfR ターゲット検出
および MC のピアリングの設定

スポークルータとして機能するブランチオフィスで PfRターゲット検出のスタティックモード
を使用して PfR MCのピアリングを設定するには、このタスクを実行します。この例では、ネッ
トワークの本社（ヘッドエンド）にある PfRマスターコントローラハブデバイスの IPアドレス
は、MCのピアリングを可能にするためにループバックインターフェイスとして設定されます。
このタスクでは、ハブサイトとブランチオフィス間のネットワーククラウドがカスタマーの管

理下にないマルチホップタイプのネットワークを想定しています。

PfRは、スポークツースポークトンネリングをサポートしていません。 Next Hop Resolution
Protocol（NHRP）設定の一環として、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip
nhrp server-onlyコマンドを設定して、スポークツースポークダイナミックトンネルをディ
セーブルにします。

（注）

はじめる前に

PfRマスターコントローラ（MC）ピアリングは、ネットワークのハブサイト（ヘッドエンド）
にあるルーティング機能を備えたデバイスに設定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. pfr master
4. mc-peer [peer-address loopback interface-number] [description text] [domain domain-id]
5. target-discovery
6. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PfRマスターコントローラコンフィギュレーションモー
ドを開始して、マスターコントローラとしてシスコデバ

イスを設定します。

pfr master

例：

Device(config)# pfr master

ステップ 3   

この例では、ネットワークの本社（ヘッドエンド）にあ

る PfRマスターコントローラハブデバイスの IPアドレ
スは、ピアアドレスとして設定されます。

mc-peer [peer-address loopback
interface-number] [description text] [domain
domain-id]

例：

Device(config-pfr-mc)# mc-peer

ステップ 4   

10.11.11.1 loopback1

ダイナミックな PfRターゲット検出を設定します。target-discovery

例：

Device(config-pfr-mc)# target-discovery

ステップ 5   

（任意）PfRマスターコントローラコンフィギュレー
ションモードを終了して、特権 EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Device(config-pfr-mc)# end

ステップ 6   
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PfR ターゲット検出を使用したターゲットおよび IP プレフィックスの
範囲のスタティック定義のイネーブル化

PfRターゲット検出は、ルーティング機能を備えた境界デバイスで IP SLA Responderを動的にイ
ネーブルにし、サイト固有の IPプレフィックスの範囲を学習できます。この情報は、ローカル
PfRマスターコントローラ（MC）から他のMCにアドバタイズされます。 SAFによってアドバ
タイズされる IP SLA Responderおよび IPプレフィックスの範囲をスタティックに設定するには、
このタスクを実行します。このタスクは、ハブサイトのマスターコントローラで実行されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length}
4. 必要に応じてステップ 3を繰り返して、プレフィックスリストを作成します。
5. pfr master
6. target-discovery responder-list prefix-list-name [inside-prefixes prefix-list-name]
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

アクティブプローブのターゲットプレフィックスの IPプ
レフィックスリストを作成します。

ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length}

例：

Device(config)# ip prefix-list ipfx
permit 10.101.1.0/24

ステップ 3   

• IPプレフィックスリストを学習リストコンフィギュ
レーションモードで使用すると、学習される IPアド
レスをフィルタリングすることができます。

•この例では、PfRにプレフィックス 10.101.1.0/24をプ
ロファイリングさせるために ipfxという名前の IPプ
レフィックスリストを作成します。
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目的コマンドまたはアクション

—必要に応じてステップ3を繰り返して、
プレフィックスリストを作成します。

ステップ 4   

PfRマスターコントローラコンフィギュレーションモード
を開始して、マスターコントローラとしてルーティング機

能を備えたシスコデバイスを設定します。

pfr master

例：

Device(config)# pfr master

ステップ 5   

PfRターゲット検出を設定します。target-discovery responder-list
prefix-list-name [inside-prefixes
prefix-list-name]

ステップ 6   

•この例では、PfRターゲット検出は、IP SLAResponder
と内部プレフィックスの IPアドレスのスタティック設
定を使用して設定されます。例：

Device(config-pfr-mc)#
target-discovery responder-list tgt
inside-prefixes ipfx

（任意）PfRマスターコントローラコンフィギュレーショ
ンモードを終了して、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-pfr-mc)# end

ステップ 7   

この例では、ハブデバイスは、プロンプトに示されているように、ハブサイトのマスターコン

トローラです。スポーク（ブランチオフィス）デバイスの設定例については、「設定例」を参照

してください。

Device-hub> enable
Device-hub# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device-hub(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.101.1.0/24
Device-hub(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.101.2.0/24
Device-hub(config)# ip prefix-list tgt permit 10.101.1.1/32
Device-hub(config)# ip prefix-list tgt permit 10.101.1.2/32
Device-hub(config)# pfr master
Device-hub(config-pfr-mc)# mc-peer head-end loopback1
Device-hub(config-pfr-mc)# target-discovery responder-list tgt inside-prefixes ipfx
Device-hub(config-pfr-mc)# end

PfR ターゲット検出情報の表示
PfRターゲット検出機能を設定したら、このタスクのコマンドを入力して、ローカルおよびリモー
トのマスターコントローラピア、レスポンダリスト、内部プレフィックス、および SAFドメイ
ン IDに関する情報を表示します。
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手順の概要

1. enable
2. show pfr master target-discovery
3. show pfr master active-probes target-discovery
4. debug pfr master target-discovery

手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

例：

Device> enable

ステップ 2 show pfr master target-discovery
このコマンドは、PfRマスターコントローラにより監視および制御されるトラフィッククラスに関する
情報を表示するときに使用されます。この例では、コマンドはハブ（本社）マスターコントローラで入

力され、ローカルおよびリモートネットワーク、SAF設定用のドメイン ID、およびマスターコントロー
ラピアに関する情報が表示されます。（local）のラベルが付いた出力セクションの情報は、他のMCに
アドバタイズされます。（remote）のラベルが付いた出力セクションの情報は、SAF経由で他のMCから
学習されます。

例：

Device# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Static Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.11.11.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

PfR Target-Discovery Database (remote)

MC-peer: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24

MC-peer: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

ステップ 3 show pfr master active-probes target-discovery
このコマンドは、ターゲット検出を使用して学習されるすべてのアクティブプローブおよびプローブター

ゲットのステータスを表示するために使用します。この例では、コマンドはハブ（本社）マスターコン
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トローラで入力され、2つのMCピアに関する情報が表示され、プローブのタイプおよびターゲット IPア
ドレスが一覧表示されます。

例：

Device# show pfr master active-probes target-discovery

PfR Master Controller active-probes (TD)
Border = Border Router running this probe
MC-Peer = Remote MC associated with this target
Type = Probe Type
Target = Target Address
TPort = Target Port
N - Not applicable

Destination Site Peer Addresses:

MC-Peer Targets
10.16.1.1 10.111.1.2, 10.111.1.1
10.18.1.1 10.121.1.1

The following Probes are running:

Border Idx State MC-Peer Type Target TPort
10.16.1.3 27 TD-Actv 10.16.1.1 jitter 10.111.1.2 5000
10.16.1.2 14 TD-Actv 10.16.1.1 jitter 10.111.1.2 5000
10.16.1.3 27 TD-Actv 10.16.1.1 jitter 10.111.1.1 5000
10.16.1.2 14 TD-Actv 10.16.1.1 jitter 10.111.1.1 5000
10.18.1.1 14 TD-Actv 10.18.1.1 jitter 10.121.1.1 5000
10.18.1.1 27 TD-Actv 10.18.1.1 jitter 10.121.1.1 5000

ステップ 4 debug pfr master target-discovery
このコマンドは、問題のトラブルシューティングに役立つデバッグメッセージを表示するために使用しま

す。次の例では、マスターコントローラのピアリングコマンド、mc-peerを発行後の PfRメッセージが
示されています。MCのピアリングの宛先が変更され、PfRターゲット検出がシャットダウンされ、再起
動されています。

例：

Device# debug pfr master target-discovery

PfR Master Target-Discovery debugging is on
Device# configure terminal
Device(config)# pfr master
Device(config-pfr-mc)# mc-peer description branch office

*Oct 26 20:00:34.084: PFR_MC_TD: mc-peer cli chg, op:0/1 idb:0/115967296 ip:0.0.0.0/0.0.0.0
dom:59501/45000
*Oct 26 20:00:34.084: PFR_MC_TD: mc-peer cli transition, shutting down TD
*Oct 26 20:00:34.084: PFR_MC_TD: TD teardown start, mode:4
*Oct 26 20:00:34.084: PFR_MC_TD: SvcUnreg: handle:5
*Oct 26 20:00:34.084: PFR_MC_TD: TD teardown fin, mode:4
*Oct 26 20:00:35.089: PFR_MC_TD: mc-peer cli enabled, starting TD, domain:59501
*Oct 26 20:00:35.089: PFR_MC_TD: TD startup, origin:192.168.3.1 handle:0 dyn_pid:4294967295
*Oct 26 20:00:35.089: PFR_MC_TD: Static mode start <-------
*Oct 26 20:00:35.090: PFR_MC_TD: Static Target list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
*Oct 26 20:00:35.090: PFR_MC_TD: Static Prefix list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24
*Oct 26 20:00:35.090: PFR_MC_TD: SvcReg: handle:7
*Oct 26 20:00:35.093: PFR_MC_TD: SvcSub: success 102:1:FFFFFFFF.FFFFFFFF.FFFFFFFF.FFFFFFFF
*Oct 26 20:00:35.093: PFR_MC_TD: SvcSub: handle:7 subscription handle:6
*Oct 26 20:00:35.093: PFR_MC_TD: local data encode, pre-publish
*Oct 26 20:00:35.094: PFR_MC_TD: SvcPub: success 102:1:0.0.0.C0A80301
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*Oct 26 20:00:35.094: PFR_MC_TD: SvcPub: handle:7 size:336 seq:3 reach via 192.168.3.1
*Oct 26 20:00:35.094: PFR_MC_TD: prereqs met, origin:192.168.3.1 handle:7 sub:6 pub(s:1/r:0)

PfR ターゲット検出の設定例

例：ダイナミックモードでのマルチホップネットワークの PfR ター
ゲット検出の設定

次の設定は、本社とブランチオフィスまたはリモートサイト間のネットワーククラウドがカス

タマーの管理下にない、または SAF対応でないマルチホップネットワークで使用できます。設
定例では、3台のマスターコントローラ（1台は本社、2台はブランチオフィス）が示されてい
ます。マスターコントローラのピアリングは 3台のマスターコントローラルータ間に確立され
ていて、PfRターゲット検出はダイナミックモードを使用して設定されています。 3つすべての
サイトの show pfr master target-discoveryコマンドの出力が表示されています。

次の例では、ハブおよびスポークデバイスのホスト名は「Router-hub」、「Router-spoke1」、
または「Router-spoke2」として設定されていますが、デバイスには PfRをサポートするルー
ティング機能を備えた任意のデバイスを指定できます。

（注）

ハブの MC のピアリングおよびターゲット検出の設定

ハブデバイスにはルーティング機能があり、本社に設置されています。この例では、このデバイ

スがハブデバイスであることを示すために、マスターコントローラのピアリングがhead-endキー
ワードを使用して設定されています。ループバックインターフェイスを指定する必要がありま

す。これは、EIGRP SAF隣接関係のソースとして使用されます。

Router-hub> enable
Router-hub# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router-hub(config)# pfr master
Router-hub(config-pfr-mc)# mc-peer head-end Loopback1
Router-hub(config-pfr-mc)# target-discovery
Router-hub(config-pfr-mc)# end

Spoke1 MC のピアリングおよびターゲット検出の設定

spoke1デバイスにはルーティング機能があり、ニューヨークのブランチオフィスに設置されてい
ます。この例では、マスターコントローラのピアリングがハブデバイスの IPアドレス
（10.11.11.1）とピアリングするように設定されています。

Router-spoke1> enable
Router-spoke1# configure terminal
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Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router-spoke1(config)# pfr master
Router-spoke1(config-pfr-mc)# mc-peer 10.11.11.1 Loopback1
Router-spoke1(config-pfr-mc)# target-discovery
Router-spoke1(config-pfr-mc)# end

Spoke2 MC のピアリングおよびターゲット検出の設定

spoke2デバイスにはルーティング機能があり、マイアミのブランチオフィスに設置されていま
す。この例では、マスターコントローラのピアリングがハブデバイスの IPアドレス（10.11.11.1）
とピアリングするように設定されています。

Router-spoke2> enable
Router-spoke2# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router-spoke2(config)# pfr master
Router-spoke2(config-pfr-mc)# mc-peer 10.11.11.1 Loopback1
Router-spoke2(config-pfr-mc)# target-discovery
Router-spoke2(config-pfr-mc)# end

スタティックモードを使用した PfR ターゲット検出の出力例

次の出力は、ダイナミックモードでPfRターゲット検出が設定された後のハブデバイスのもので
す。

Router-hub# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Dynamic Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.11.11.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

PfR Target-Discovery Database (remote)

MC-peer: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24

MC-peer: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

次の出力は、ダイナミックモードでPfRターゲット検出が設定された後の spoke1デバイスのもの
です。

Router-spoke1# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Dynamic Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

PfR Target-Discovery Database (remote)
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MC-peer: 10.11.11.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

MC-peer: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24

次の出力は、ダイナミックモードでPfRターゲット検出が設定された後の spoke2デバイスのもの
です。

Router-spoke2# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Dynamic Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24

PfR Target-Discovery Database (remote)

MC-peer: 11.11.11.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

MC-peer: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

例：ダイナミックモードを使用した SAF-Everywhere ネットワークで
の PfR ターゲット検出の設定

次の設定例は、PfR MC間のルーティング可能なデバイスがすべて SAFをサポートするように設
定されているネットワークで使用できます。このモデルでは、ハブサイトとブランチサイトは、

EIGRP SRフォワーダが設定されておらず、すべてのデバイスが SAF対応である、ネットワーク
（通常はサービスプロバイダー（SP）ネットワーク）によって分離されています。SAF-Everywhere
タイプのネットワークを介したMCのピアリングは、隣接ネイバー間の EIGRPピアリングと同様
です。

設定例では、2台のマスターコントローラ（1台は本社、1台はブランチオフィス）が示されて
います。マスターコントローラのピアリングは 2台のマスターコントローラルータ間に確立さ
れていて、PfRターゲット検出は本社とブランチオフィスでダイナミックモードでイネーブルに
なっています。

わかりやすくするために、表示されている設定には、コマンドプロンプトはありません。（注）

本社のマスターコントローラの設定

本社（ヘッドエンド）ルータでは、マスターコントローラのピアリングがイネーブルになってお

り、PfRターゲット検出はダイナミックモードで設定されています。SAFの設定は service-family
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コマンドセクションの下に表示されています。この設定は、PfRMCのピアリングおよびターゲッ
ト検出オーバーレイの設定が追加される前に存在していると想定されています。

key chain metals
key 1
key-string gold

!
pfr master
mc-peer
target-discovery
no keepalive
!
border 10.1.1.2 key-chain metals
interface Ethernet0/2 external
interface Ethernet0/3 external
interface Ethernet0/0 internal
interface Ethernet0/1 internal
!
learn
throughput
periodic-interval 0
monitor-period 1
delay threshold 100
mode route control
mode select-exit best

interface Loopback1
ip address 10.100.100.101 255.255.255.255
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
!
router eigrp
!
service-family ipv4 autonomous-system 59501
!
remote-neighbors source Loopback1 unicast-listen
exit-service-family

ブランチオフィスのマスターコントローラの設定

ブランチオフィスルータでは、マスターコントローラのピアリングがイネーブルになっており、

PfRターゲット検出はダイナミックモードで設定されています。

key chain metals
key 1
key-string gold

pfr master
mc-peer
target-discovery
!
border 172.16.1.3 key-chain metals
interface Ethernet0/0 external
interface Ethernet0/1 external
interface Ethernet0/2 internal
interface Ethernet0/3 internal
!
learn
throughput
periodic-interval 0
monitor-period 1
!
interface Loopback1
ip address 172.16.100.121 255.255.255.255
!
interface Ethernet0/2
ip address 172.16.1.4 255.255.255.0
!
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router eigrp
!
service-family ipv4 autonomous-system 59501
!
neighbor 10.100.100.101 Loopback1 remote 10
exit-service-family

例：ターゲットのスタティック定義および IP プレフィックスの範囲を
使用した PfR ターゲット検出の設定

次の設定例は、IP SLA Responderおよび IPプレフィックスの範囲が SAFによってアドバタイズさ
れるように指定する場合に使用できます。この設定は、本社とブランチオフィスまたはリモート

サイト間のネットワーククラウドがSAF対応でないマルチホップネットワークで実行できます。
次の図では、シャドウルータはハブサイトとして設定されています。シャドウルータは IP SLA
Responder（IP SLA測定のソース）として使用される専用ルータです。設定例では、3台のマス
ターコントローラ（1台は本社、2台はブランチオフィス）が示されています。マスターコント
ローラのピアリングは 3台のマスターコントローラルータ間に確立されていて、プレフィックス
リストが各サイトのローカルレスポンダと内部プレフィックスを特定するために設定されていま

す。 3つすべてのサイトの show pfrmaster target-discoveryコマンドの出力が表示されています。

図 4： MPLS IP VPN および DMVPN を使用したシャドウルータネットワークトポロジを備えたマルチホップ

ハブの MC のピアリングおよびターゲット検出の設定

ハブルータは本社に設置されています。この例では、このルータがハブルータであることを示

すために、マスターコントローラのピアリングがhead-endキーワードを使用して設定されていま
す。ループバックインターフェイスを指定する必要があります。これは、EIGRP SAF隣接関係
のソースとして使用されます。
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次の例では、ハブおよびスポークデバイスのホスト名は「Router-hub」、「Router-spoke1」、
または「Router-spoke2」として設定されていますが、デバイスには PfRをサポートするルー
ティング機能を備えた任意のデバイスを指定できます。

（注）

Router-hub> enable
Router-hub# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router-hub(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.101.1.0/24
Router-hub(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.101.2.0/24
Router-hub(config)# ip prefix-list tgt permit 10.101.1.1/32
Router-hub(config)# ip prefix-list tgt permit 10.101.1.2/32
Router-hub(config)# pfr master
Router-hub(config-pfr-mc)# mc-peer head-end loopback1
Router-hub(config-pfr-mc)# target-discovery responder-list tgt inside-prefixes ipfx
Router-hub(config-pfr-mc)# end

Spoke1 MC のピアリングおよびターゲット検出の設定

spoke1ルータはニューヨークのブランチオフィスに設置されています。この例では、マスター
コントローラのピアリングがシャドウ（ハブ）ルータの IPアドレス（10.12.1.1）とピアリングす
るように設定されています。

Router-spoke1> enable
Router-spoke1# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router-spoke1(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.111.1.0/24
Router-spoke1(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.111.2.0/26
Router-spoke1(config)# ip prefix-list tgt permit 10.111.3.1/32
Router-spoke1(config)# !
Router-spoke1(config)# pfr master
Router-spoke1(config-pfr-mc)# mc-peer 10.12.1.1 loopback1
Router-spoke1(config-pfr-mc)# target-discovery responder-list tgt inside-prefixes ipfx
Router-spoke1(config-pfr-mc)# end

Spoke2 MC のピアリングおよびターゲット検出の設定

spoke2ルータはマイアミのブランチオフィスに設置されています。この例では、マスターコン
トローラのピアリングがシャドウ（ハブ）ルータの IPアドレス（10.12.1.1）とピアリングするよ
うに設定されています。

Router-spoke2> enable
Router-spoke2# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router-spoke2(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.121.1.0/24
Router-spoke2(config)# ip prefix-list ipfx permit 10.121.2.0/26
Router-spoke2(config)# ip prefix-list tgt permit 10.121.1.1/32
Router-spoke2(config)# ip prefix-list tgt permit 10.121.2.1/32
Router-spoke2(config)# pfr master
Router-spoke2(config-pfr-mc)# mc-peer 10.12.1.1 loopback1
Router-spoke2(config-pfr-mc)# target-discovery responder-list tgt inside-prefixes ipfx
Router-spoke2(config-pfr-mc)# end
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スタティックモードを使用した PfR ターゲット検出の出力例

次の出力は、スタティックモードで PfRターゲット検出が設定された後のハブルータのもので
す。

Router-hub# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Static Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.12.1.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

PfR Target-Discovery Database (remote)

MC-peer: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24

MC-peer: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

次の出力は、スタティックモードでPfRターゲット検出が設定された後の spoke1ルータのもので
す。

Router-spoke1# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Static Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

PfR Target-Discovery Database (remote)

MC-peer: 10.12.1.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

MC-peer: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24

次の出力は、スタティックモードでPfRターゲット検出が設定された後の spoke2ルータのもので
す。

Router-spoke2# show pfr master target-discovery

PfR Target-Discovery Services
Mode: Static Domain: 59501
Responder list: tgt Inside-prefixes list: ipfx
SvcRtg: client-handle: 3 sub-handle: 2 pub-seq: 1

PfR Target-Discovery Database (local)

Local-ID: 10.18.1.1 Desc: Router-spoke2
Target-list: 10.121.1.2, 10.121.1.1
Prefix-list: 10.121.2.0/26, 10.121.1.0/24
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PfR Target-Discovery Database (remote)

MC-peer: 10.12.1.1 Desc: Router-hub
Target-list: 10.101.1.2, 10.101.1.1
Prefix-list: 10.101.2.0/24, 10.101.1.0/24

MC-peer: 10.16.1.1 Desc: Router-spoke1
Target-list: 10.111.1.3, 10.111.1.2, 10.111.1.1
Prefix-list: 10.111.3.1/32, 10.111.2.0/26, 10.111.1.0/24

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Performance Routing Command
Reference』

Cisco IOS PfRのコマンド：コマンド構文の詳
細、コマンドモード、コマンド履歴、デフォル

ト設定、使用上の注意事項、および例

「ベーシックパフォーマンスルーティングの

設定」モジュール

Cisco IOS XE Releaseでの基本的な PfR設定

「パフォーマンスルーティング境界ルータ専用

機能」モジュール

Cisco IOS XE Release 3.1および 3.2の境界ルー
タ専用機能の設定に関する情報

「パフォーマンスルーティングの理解」モ

ジュール

Cisco IOSXEReleaseのパフォーマンスルーティ
ングの運用フェーズを理解するために必要な概

念

「アドバンスドパフォーマンスルーティング

の設定」モジュール

Cisco IOS XE Releaseでのアドバンスド PfR設
定

「Cisco IOS IP SLAs Overview」モジュールIP SLAの概要

PfR:Homeシスコの DocWikiコラボレーション環境の PfR
関連のコンテンツへのリンクがあるPfRホーム
ページ
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/pfr/command/pfr-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/pfr/command/pfr-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/PfR:Home


MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-PFR-MIB

• CISCO-PFR-TRAPS-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

PfR ターゲット検出の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorには、www.cisco.com/go/
cfnからアクセスします。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：PfR ターゲット検出の機能情報

機能情報リリース機能名

PfRターゲット検出機能では、
IP SLA Responderの特定および
設定を自動化することにより、

大企業のブランチネットワー

ク間のビデオおよび音声アプリ

ケーションのパフォーマンスを

管理するためのスケーラブルな

ソリューションが導入されてい

ます。

次のコマンドが導入または変更

されました。debug pfr master
target-discovery、mc-peer、
show pfrmaster active-probes、
show pfr master
target-discovery、および
target-discovery。

Cisco IOS XE Release 3.5SPfRターゲット検出 v1.0
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